
L型擁壁細部設計3 

システム概要 システムの機能 

●本システムは、L型擁壁の各部材の断面 
 計算／応力計算、吊鉄筋の計算を行いま 
 す。 
 港湾基準(限界状態設計法)／漁港基準(許 
   容応力度法)に準拠しています。 
●計算結果は報告書形式で印刷されるため 
 そのまま報告書として利用できます。 
 

《入力・計算機能》 
①許容応力度法、限界状態設計法を選択で 
 きます。 
②検討パターンとして、常時、常時＋地震 
 時、常時＋引波時を選択できます。 
③引き波時は、残留水圧、負の揚圧力を考 
 慮する／しないを選択できます。 
④前壁、底版、フーチング、扶壁の断面計 
 算が可能です。 
⑤各部材に作用する外力として次のものを 
 考慮しています。 
 １）前壁 
   裏込土圧、残留水圧、引き波圧 
 ２）底版 
   上載荷重、裏込土重量、底版自重、 
   地盤反力、負の揚圧力、 
   前壁摩擦力、背面土圧 
 ３）フーチング 
   地盤反力、フーチング自重、 
   負の揚圧力 
 ４）扶壁 
   裏込土圧、残留水圧、引き波圧 
   前壁の支持部としての反力 
   底版の支持部としての反力 
    

⑥前壁の形状として鉛直タイプ(フーチング 
   なし／台形／水平タイプ)、傾斜タイプが 
 選択可能です。 
⑦検討断面として、前壁４箇所、底版３箇 
 所、扶壁２箇所まで設定可能です。 
⑧吊鉄筋の計算は、 
 前壁傾斜：３点吊のみ 
 前壁鉛直扶壁１枚：３点／４点吊 
 前壁鉛直扶壁２枚：３点／４点／６点吊 
 を選択できます。 
⑨異なる径の鉄筋を交互に配筋して応力計 
 算が可能です。 
⑩弊社港湾設計業務シリーズの『重力式係 
 船岸システム』から計算データを読み込 
 めます。 
 
《帳票印刷の主な機能》 
①印刷イメージを画面表示します。 
②印刷内容の編集が可能です。 
③一括印刷、章別印刷、指定ページの印刷 
 が可能です。 
④用紙サイズや印刷フォントは、お好みの 
 ものを自由に選択できます。 
 ※A4縦、12Pフォントで最適になるよ 
  うに設定されています。 
 

港湾設計業務シリーズ 

※本商品の画面構成･機能等は改良のため予告なく変更することがございます。あらかじめご了承ください。 



帳  票  例  

お問い合わせは弊社または下記販売店へ 

〒730-0833  広島市中区江波本町4-22 

TEL（082）293-1231 FAX（082）292-0752 

http://www.aec-soft.co.jp mail：info@aec-soft.co.jp 

株式
会社


